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近年、地球温暖化や夏の少雨の影響による稲の高温障害が大き

な問題となっています。高温障害は、稲の出穂期から登熟するま

での間に籾が高温に当たることで発生し、籾にデンプンがうまく

蓄積できずに登熟不良（白濁や胴割等）になってしまう障害です。 

 

天候や気温によるものなので確実な対策は難しいですが、ケイ酸資材の施用によって被

害の軽減が見込めるので、土づくりと併せて積極的に散布しましょう。 

 

ケイ酸の肥料効果 

 ・根、茎、葉を丈夫にするため倒伏防止や高温障害の軽減につながります。 

 ・根張りをよくするとともに光合成が盛んになります。 

 ・籾の登熟を高め粒張りが良くなります。 

 

主なケイ酸資材と標準施用量（10ａあたり） 

   

   

５～８袋 

（１００～１６０kg） 

３～４袋 

（６０～８０kg） 

基 肥：２～３袋 

中間追肥：１～２袋 

４月の耕起前に散布 

（石灰窒素との混用はしないでください。） 

基 肥：代かきの入水前に散布 

中間追肥：中干し前に散布 

※『粒状ケイカル』『とれ太郎』は原則どちらか１種類を施用してください。 
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これから気温が上がり、病害虫の発生に備えて農薬を使用する

機会が多くなります。普段から農薬の適正・安全使用に努めてい

ただいていることと存じますが、事故を未然に防ぐために今一度

下記の点に注意してください。 

 

●農薬によって使用できる作物や時期、希釈倍率などが異なります。特に、『トマト』と『ミ

ニトマト』のように似た作物でもどちらか片方でしか登録がない場合があるため、使用

前に必ず登録内容を確認してください。 

 ※不安な場合は営農経済センター（℡：641-9050）までご相談ください。 

●散布時は肌の露出をできるだけ少なくして自分にかからないようにしましょう。また、

風向きに注意し、飛散防止のため風が強い時は散布をしないでください。 

●散布液は余らないように１回で使い切れる量を作成してください。散布後はタンクやホ

ースをよく洗浄しましょう。 

 

☆みしま館 出荷会員募集のご案内☆ 

当ＪＡが運営する農産物直売所『みしま館』の出荷会員を募集しています。 

直売所への持込が困難な方については、営農経済センターへ持込いただくか 

ご自宅へ集荷にお伺いすることも可能です。 

少量でも構いませんので自分で育てた農産物を出荷してみませんか？ 

詳細についてはみしま館までお問い合わせください。  ＊℡：645-7100 

 

 

 法 律 相 談 

隔月第２木曜日 

税 務 相 談 

隔月第４金曜日 

住宅ローン・資産相談 

毎月第３土曜日 

介 護 相 談 

随 時 受 付 

４月 ― ２６日 ２０日  

５月 ９日 ― １８日 

６月 ― ２８日 １５日 

  

 

 

【実施場所】 

ＪＡ茨木市 

各支店 

【実施場所】 農協会館（ＪＡ茨木市 本店）３階 小会議室 

【受付時間】 午後１時～午後４時 

定員は３名ですので、事前にお問合せください。 

（無料でご相談いただけます） ふれあい・福祉課 TEL：627-7768 

 

介護に関する 

無料相談受付 

まずはお気軽に

お問い合わせ下

さい。 

介護支援センター 

TEL：627-7767 

 

 
 

ご 利 用 く だ さ い 

【テレフォンサービス】青果物の市況をお知らせします。 ℡:６４１－９１５０ 

【営農１１０番】栽培方法等ご相談ください。      ℡:６４１－９０５０ 

 


